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フォローアップ事業「JENESYS 韓国青年訪日団同窓会」の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的】「対日理解促進交流プログラム(JENESYS)」による訪日団経験者の同窓組織の活性化を通じ

て、日本との繋がりの持続を促進するとともに、日本に対する肯定的な認識と理解の拡大に寄与す

ることを主目的に、2024年 8月から 2025年 3月にかけて「JENESYS韓国青年訪日団同窓会」を実

施しました。 

 
【参加者】韓国の高校生・大学生・社会人等合計 379 名 

※2015 年度～2024年度に実施された JENESYS参加者が対象 
 
【日程】 

日にち 

開催場所 
内容 

1回目 

8月 14 日（水） 

於：ソウル市内 

【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国青年訪日団（第 1～2団）参加者によるグループ別成果及

びアクションプラン発表 

【次第】 

①グループ別成果発表 

②団長・副団長からの講評 

③現在の日本との繋がりや今後のアクションプランについて参加者全員から

発表 

2回目 

8月 21 日（水） 

於：ソウル市内 

【日本と各国とのつながりの紹介】 

清水 雄一 日本政府観光局（JNTO）ソウル事務所所長 

市川 修   宮城県ソウル事務所所長 

【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国ジャパンリポーター訪日団（第 1団）参加者によるグルー

プ別成果及びアクションプラン発表 

【次第】 

①グループ別成果発表 

②日本関連事業組織紹介（日本政府観光局ソウル事務所、宮城県ソウル事務

所） 

③同窓組織「Korea-Japan Alumni Forum（略称：KJAF）」運営委員会紹介及

び任命式 

3回目 

2月 20 日（木） 

【日本と各国とのつながりの紹介】 

川崎 茂治 一般社団法人日本経済団体連合会 国際協力本部主幹 
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於：ソウル市内 【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国ジャパンリポーター訪日団（第 2～3団）参加者によるグ

ループ別成果及びアクションプラン発表 

【次第】 

①グループ別成果発表 

②日本関連事業組織紹介（一般社団法人日本経済団体連合会） 

③訪日団参加経験者間の懇談等 

4回目 

2月 27 日（木） 

於：ソウル市内 

【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国青年訪日団（第 3団）参加者によるグループ別成果及びア

クションプラン発表 

【次第】 

①グループ別成果発表 

②団長・副団長からの講評 

③現在の日本との繋がりや今後のアクションプランについて参加者全員から

発表 

5回目 

3月 8日（土） 

於：釜山市内 

【日本と各国とのつながりの紹介】 

寺江 瞳  国際交流基金ソウル日本文化センター日本語・日本研究部長 

松村 康代 下関市派遣職員 

金 京一  対馬釜山事務所副所長 

文 美慶  在釜山日本国総領事館職員（JETプログラム経験者） 

【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国ジャパンリポーター訪日団（第 4団）参加者によるグルー

プ別成果及びアクションプラン発表 

【次第】 

①同窓組織「Korea-Japan Alumni Forum in Busan（略称：KJAFB）」活動紹

介 
②グループ別成果発表 

③日本関連事業組織紹介（国際交流基金ソウル日本文化センター、下関市、

対馬市、JET プログラム） 

6回目 

3月 22 日（土） 

於：釜山市内 

【日本と各国とのつながりの紹介】 

李 常夏  長崎県庁国際交流員 

【参加者による活動報告】 

2024年度実施韓国青年訪日団（第 5団）参加者によるグループ別成果及びア

クションプラン発表 

【次第】 

①在釜山日本国総領事館選抜の高校生訪日団および大学生訪日団 OB・OGに

よる帰国後の活動報告 

②日本関連事業組織紹介（JET プログラム） 
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③グループ別成果発表 

④副団長からの講評 

 
２．記録写真 

  
2024 年 8月 14日【成果発表】 

2024 年度韓国青年訪日団（第 1～2団） 

2024 年 8月 21日【基調講演】 

宮城県ソウル事務所「地域の魅力紹介」 

  

2025 年 2月 20日【基調講演】 

一般社団法人日本経済団体連合会「日韓・韓日

未来パートナーシップ基金の活動紹介」 

2025 年 2月 27日【成果発表】 

2024 年度韓国青年訪日団（第 3団） 

  

2025 年 3月 8 日【基調講演】 

対馬釜山事務所「地域の魅力紹介」 

2025 年 3月 22日【成果発表】 

2024 年度韓国青年訪日団（第 5団） 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 大学生（2024年度訪日団参加者、福井県にてホームステイ） 

フォローアッププログラムに参加する中で一体感を感じることができたし、これからも訪日団に 

参加して私が感じて学んだことを他の人にも分かち合いたいと思いました。 

 

◆ 韓国 高校生（2024年度訪日団参加者、宮崎県にてホームステイ） 

訪日期間中に一緒に過ごした仲間たちと再び会えてうれしかったし、一人一人の考えを聞く発表

時間があったのが良かったです。 

 

◆ 韓国 社会人（2022年度訪日団参加者） 

JENESYS 韓国青年訪日団プログラムのフォローアップイベントに参加できてとても嬉しかったで

す。 いつも同窓会の時期が近づくと、共に過ごした大切な仲間たちにまた会えるという思いでわく

わくします。 お互いの成長と経験を分かち合い、再び友情を深め、ひいては韓日交流の意味を振り

返ることができる意義深く楽しい時間になりました。 

 

◆ 韓国 大学生（2024年度訪日団参加者、福井県にてホームステイ） 

訪日後、初めてフォローアップ行事に参加しました。今年の訪日団以降、看護学科の専攻を生か

して韓日関係にどのように役立てていくかをずっと悩んでいましたが、同窓会に参加したことで日

本を再び思い返すとともに、これから日本医療にもっと関心を持って自分の専攻を役立てていきた

いと思いました。 

 

◆ 韓国 高校生（2024年度訪日団参加者、長崎県にてホームステイ） 

共に日本で学び成長した仲間たちと再び会うことができて感慨深かったです。訪日団の先輩方に

よる訪日 100 パーセント活用法などのお話も聞いて、このような良い縁を一回きりで終わらすので

はなく、これからも関係を続けていこうと思うきっかけとなりました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 同窓会実施協力機関（一般社団法人日本経済団体連合会） 

この度は、日韓・韓日未来パートナーシップ基金の活動を紹介させていただく大変貴重な機会を

いただきまして、誠に有難うございました。本基金につきましては、まだ活動を始めて日が浅いも

のですが、実際に外務省、在韓大のプログラムに参加され日韓交流に多くの関心を有している若い

方々にご紹介することができ、当基金にとって有意義であるとともに、日韓の交流を厚くするとい

う意味で、今後の両国の絆を深くする一助とすることができたのではないかと思っております。私

は、派遣プログラム自体には参加していない立場で当日お邪魔をさせていただきましたが、参加者

の皆さまの目がキラキラと輝いていることが印象的でした。派遣プログラムが充実したものであり、

同窓会の開催により、人と人、そして日韓の繋がりを楽しみ、大切にしているからだと感じました。 

今後、政府、民間など更に交流の深みが増していくことを期待しています。 
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◆ 同窓会実施協力機関（下関市） 

この度はご招待いただきありがとうございました。下関の紹介を通して、日本や下関により関心

を持っていただき、新たな発見や日韓の交流への一助になることができれば幸いです。今後、

JENESYS同窓会のさらなる発展と活躍を期待しています。 

 

◆ 同窓会実施協力機関（釜山韓日文化交流協会） 

今回の「JENESYS韓国青年訪日団同窓会 in釜山」は、昨年発足した同窓組織「KJAFB」の 1年間の

活動を振り返り、今後の持続的な交流を促す意義深い場でした。特に、日韓国交正常化 60周年を迎

えるこの重要な時期に、両国間の友好増進と青年たちの活発な交流がさらに拡大することを期待し

ます。今回の同窓会は単なる再会ではなく、日韓の若い世代が未来志向的な協力とコミュニケーシ

ョンを継続していく足がかりとなりました。文化と価値観を尊重し、交流を続けていくことは、個

人的な縁を超え、両国間の相互理解を深め、より平和的かつ協力的な未来を築いていく礎となるで

しょう。今後もこのような出会いが続き、両国間の架け橋の役割を果たす人材がさらに多く輩出さ

れることを願い、当協会は両国の青年たちの成長と交流を積極的に応援していきます。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2025 年 2月 20日（Instagram） 

今回の同窓会では訪日の成果発表とともに、各

分野で挑戦と成長を遂げた経験が共有されまし

た。参加者たちは活発なネットワーキングと討

論を通じてお互いの情熱とビジョンを確認し、

今後の協力の可能性を模索する大切な時間を持

ちました。今回の行事は団体の成果を改めて証

明すると同時に、未来跳躍のための土台となる

契機と評価されることと思います。 

2025 年 2月 21日（Blog） 

「共に過ごした訪日から１か月が過ぎ、訪日の

経験も私たちの記憶から少しずつ薄れていくで

しょうが、ブログなど SNS を通し、もう１度あ

の日を思い返してくれたら嬉しい」という話が

印象的でした。 

薄れていく記憶、消えていくあの日の記憶。大

切な縁と思い出を忘れないために、これからも

記録し続けていきます。 
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2025 年 3月 9 日（慶尚日報） 

「『JENESYS 韓国青年訪日団同窓会 in 釜山』開

催」JENESYS 参加者を対象とした同窓会を実施

し、直近の訪日団参加者による成果報告や同窓

組織「KJAFB」の活動報告が行われた旨紹介され

ました。 

2025 年 3月 9日（釜山日報） 

「日韓友好の増進には青年のネットワークが重

要」JENESYSの概要、直近の訪日団参加者による

成果報告、同窓組織「KJAFB」の活動報告や参加

者へのインタビューについて紹介されました。 

 

６．被招へい者の現在の日本との繋がりと活動内容例の紹介 

 
 

活動例 1：ソウル同窓生 

訪日団のグループメンバーとともに韓日国交正

常化 60 周年記念南山タワーライトアップ行事

に参加したり、日本人の友人をホームステイに

招待したりするなど、 訪日団での経験を一過

性のものとしないための継続的な日韓交流活動

を行っています。 

活動例 2：釜山同窓生 

高校時代に韓国青年訪日団に参加した同窓生

が、昨年から長崎県庁で国際交流員として勤務

しています。本年２月に長崎県を訪問した韓国

青年訪日団の後輩たちに向けて長崎県と韓国と

の交流についての講義を行うなど日韓の架け橋

として活躍しています。 

 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


